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保留地について

１ 保留地について

保留地とは、土地区画整理事業の施行により整備された宅地のうち、一部を

換地として定めないで、事業費に充当するために売却したり、一定の目的に使用

するために施行者が確保する土地をいいます。

公共団体施行の場合には、事業施行後の宅地価格の総額が、施行前の宅地価格

の総額を超える場合において、その差額に相当する額の範囲内で保留地を定める

ことができます。この場合、保留地は、事業費に充てるためのものに限られ、

土地区画整理審議会の同意を得て定められます。（法 96 条 2 項、3項）

本地区においては、第２１回審議会及び第２３回審議会にて保留地を定める

ことについて同意を得ています。

土地区画整理法 抜粋

（保留地）

第九十六条 第三条第一項から第三項までの規定により施行する土地区画整理事

業の換地計画おいては、土地区画整理事業の施行の費用に充てるため、または

基準、規約若しくは定款で定める目的のため、一定の土地を換地として定めな

いで、その土地を保留地として定めることができる。

２ 第三条第四項若しくは第五項、第三条の二又は第三条の三の規定により

施行する土地区画整理事業の換地計画においては、その土地区画整理事業の

施行後の宅地の価格の総額（第九十三条第一項、第二項、第四項又は第五項の

規定により建築物の一部及びその建築物の存する土地の共有持ち分を与える

ように定める場合においては、当該建築物の価格を含むものとする。以下同

じ。）がその土地区画整理事業の施行前の宅地の価格の総額を超える場合にお

いては、土地区画整理事業の施行の費用に充てるため、その差額に相当する

金額を超えない価格の一定の土地を換地として定めないで、その土地を保留

地として定めることができる。

３ 第三条第四項若しくは第五項、第三条の二又は第三条の三の規定による

施行者は、前項の規定により保留地を定めようとする場合においては、土地区

画整理審議会の同意を得なければならない。
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２ 本地区における保留地の概要

⑴保留地調書

⑵保留地箇所

別紙 仮換地図参照

Ｎｏ 街 区 画 地 地 積(㎡)

１ １ １ １６２

２ １ １３ １１３

３ １５ ２２ ３６

４ １７ ４ ２９３

５ １７ １０ ２７８

６ ２１ ３ １５２

７ ２２ ２ ３１９

８ ２２ ４ １２０

９ ２２ ８ ４２

１０ ２６ ８ ５１

１１ ２８ ８ ３０

合計 １１画地 １，５９６


